
新型コロナ静岡県が独自警報発令 発熱外来 混雑じわり 「感染のピーク見えづらい」

8/8 静岡新聞 

新型コロナウイル

スの感染症法上の

位置付けが 5類に

移行してから 8日

で 3カ月になる。

週ごとの感染者数

は前週を超え続

け、静岡県独自の

感染拡大警報が発

令された。医療機

関が担う発熱外来

では一部で混雑が

始まり、医療者は

患者の急増を警戒

する。 

 静岡市葵区の

「しずおか葵の森クリニック」では警報発令翌日の 5日、開院直後から受診希望の電話が

相次ぎ、抗原検査で 4件の陽性が確認された。同クリニックが 7月に診たコロナ感染者数

は 6月の 2倍以上になり、最近は初診患者で陽性が確認されるケースも増えているとい

う。古川敬芳院長は「せき止め薬が減っている。感染拡大のピークが見えづらい中で、十

分量が確保できるか」と心配する。 

 保健所別で現在、最も感染者が多いのが御殿場保健所管内。定点医療機関 1カ所当たり

の直近 1週間の患者数は 45・50人と、警報基準値の 34人を大きく超える。御殿場市医師

会の斎藤昌一会長（斎藤医院院長）は「一部の発熱外来が観光客など市外から来た患者の

発熱対応に追われていて、1日当たりの患者が相当数に上っている」とし、「少しずつ医

療逼迫（ひっぱく）を感じている。夏のイベント後に来院し、陽性になるケースが目立

つ」と注意を促している。 

 過去の流行では、警報基準値を超えると患者が急増する傾向がみられた。県などは流行

が「第 9波に入った」との認識を示し、今後急増する可能性はあるものの、現時点ではま

だ増加の度合いは鈍い。静岡市葵区の内科医は「受診や検査をせず、覚知されない感染者

が一定数いるのではないか」とみる。「週の初めに発熱し、出勤し、週末になってせきが

治らないと来院した患者がいた。その後、家族が陽性になった」との事例を明かす。「5

類移行後、感染が疑われるのに検査を拒んだり、薬だけ欲しいと言ったりする患者が増え

ている。基礎疾患がある人たちの不安を思うと、ルーズだと感じる」 

 県感染症対策専門家会議委員の小清水直樹医師（藤枝市立総合病院副院長）は「重症化

のリスクは下がりつつある半面、後遺症のつらさや感染力の強さの点は風邪とは違う」と

し、「密集する場など場面を選んでマスクを着用し、体調不良なら休むといった基本事項

を意識して」と呼びかける。 



コロナ感染警報発令 静岡県「お盆帰省、マスク着用を」 

2023.8.4 静岡新聞 

静岡県は４日、新型コロナウイルスの感染拡大を受け「感染拡大警報」を発令した。直近

１週間（７月２４～３０日分）の定点医療機関１カ所当たりの患者数が１６・９２人とな

り、警報の基準値「１６人」を超えたため。１日当たりの推計患者数は２１００人。後藤

幹生感染症管理センター長は「お盆などで帰省する場合は１週間ほど前から人混みを避け、

マスクをするなど注意して」と呼びかけた。 

 
警報は県が独自に設けている基準で、７月１４日に定点当たり「８人」（１日の推計患者

数千人）を超えて感染拡大注意報が発令されてから３週間で警報となった。新型コロナウ

イルスの感染症法の位置付けが５類に移行した５月から、毎週の患者数は前週を１度も下

回らず増え続けてきた。 

 県はこれまでの流行状況を分析して警報レベルを設定。「警報の基準値を超えると、救

急搬送困難事案件数や入院患者などが急激に増える」と警戒する。 

 県内１３９カ所の医療機関から報告があった患者数は２３５２人で、前週の１・１９倍

となった。地域別では東部２２・４８人（前週１６・４４人）、中部１２・３６人（同１

３・８３人）、西部１５・０９人（同１２・１３人）。保健所別では熱海、御殿場、富士が

警報レベルを超え、御殿場は４５・５０人と保健所別の目安値の３４人を大きく上回って

いる。他６カ所はいずれも注意報レベルだが、西部と浜松市の各保健所は定点あたりの患

者数が前週比２割以上と増加が目立った。 

 後藤センター長は「救急搬送困難事案のさらなる増加などが懸念される。第９波で患者

は今後増える可能性もある」と説明した。 

 

 

 

 

 


